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第
七
回
愛
媛
電
友
会
総
会
は 、
秋
晴
の
十一
月
二
日
（
土）
十
時
か
ら 、
松
山
市
清
水
町
の
電
信
電
話
会
館
大
ホ
i

ル
で
開
か
れ
た 。

ま
ず 、
松
山
幹
事
の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
い
て 、
議
長
の
選
出
を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ 、
三
好
正
恩
氏
か
ら
動
議

が
出
さ
れ 、
篠
浦
達
行
氏
を
議
長
に
推
選
し
た
い
と
の
発
言
が
あ
り 、
満
場
異
議
な
く 、
拍
手
を
も
っ
て
賛
意
を
表
し

1
7
」

0

：
問

叫内
閣
品
川
に
れ
き 、
鳩
山e
地
行
に

と
お
り
新
会
員

紹
介
が
あ
り 、
一
同
拍
手
を
も
っ
て
こ
れ
を
迎
え
た 。

石

良

上

野

夫

義

井

明

大

定

見

木

出年

義

原

野

久

nニ
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弥
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万

国

高

橋

林

郎

山

脇

新

玉

井

満

7]( 
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5 

続
い
て
会
長
か
ら
大
要
つ
ぎ
の
と
お
り
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た 。

「
本
日
は
ご
多
用
の
と
こ
ろ 、
ま
た
遠
方
か
ら
こ
の
よ
う
に
多
数
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
出
席
い
た
だ
い
て 、
第
七
回

愛
媛
電
友
会
の
総
会
を
開
催
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
る 。

会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
元
気
な
お
顔
を
拝
見
し
て
何
よ
り
と
お
よ
ろ
と
び
申
し
あ
げ
る 。

た
だ
と
の
う
ち
で
悲
し
い
ご
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
残
念
に
思
う 。

そ
れ
は
会
員
の
う
ち
で 、
一
色
潔一

、
香
川
享 、
中
村
雄
三
郎 、
大
平
福
太
郎
の
四
名
の
方
が
逝
去
せ
ら
れ
た
こ
と

‘
で
あ
る 。
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